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 ３年生が授業のはじめと終わりのあいさつをがんばる取り組みを始めて２週間が過ぎた。さて、

今週の水曜日に教職員が２年生の授業を参観に行くという機会があった▼３年生の担任が、そのこ

とを３年生に伝えると、「ぼくたちのことは、いつ見に来てくれるの？」「見に来てほしいな」とい

う声が出た。もっと聞いていくと、授業のはじめと終わりのあいさつを見に来てほしい。というこ

とが分かった▼今日の２時間目の始まりにさっそくあいさつの様子を見に行かせてもらった。言う

だけのことはある。確かにお辞儀は素晴らしい。まだまだ上手になる要素があったので、98 点とし

た。－２点が、次への意欲につながるとよい▼全校では、大繩大会に向けて、取組が進んでいる。

練習は、週１回の 20 分休み。その取り組みを下支えするかのように、学年で大繩に取り組む▼こ

れまた 3年生が、4年生と一緒に練習したい！連続とびができるようになりたい！と言い出したそ

うだ。そんな子どもの意欲を担任は上手に汲み取る▼今度は 6年生が、週１回の練習では足りない

と言い出した。みんなに呼びかけてお昼休みに練習する班が出てきた▼子どもの意欲に火を付けた

何かきっかけがあるに違いない。教師のしかけが見え隠れする。最近ある人に教えてもらった。

「大事なのは、Be！」それをうまく引き出すのが教師の仕事。取り組みがうまく回っている。 


